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（
外
交
防
衛
委
員
会
）

水
銀
に
関
す
る
水
俣
条
約
の
締
結
に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
の
件
（
閣
条
第
四
号

（
衆
議
院
送
付
）
要
旨

）

水
銀
は
、
一
度
環
境
に
排
出
さ
れ
る
と
分
解
さ
れ
る
こ
と
な
く
自
然
界
を
循
環
す
る
環
境
残
留
性
及
び
長
距
離
移
動
性
を
有

す
る
。
先
進
国
に
お
け
る
使
用
量
は
減
少
し
て
き
て
い
る
も
の
の
、
途
上
国
を
中
心
に
引
き
続
き
使
用
さ
れ
て
お
り
、
水
銀
及

び
水
銀
化
合
物
に
よ
る
人
の
健
康
及
び
環
境
へ
の
被
害
が
顕
在
化
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
事
情
を
踏
ま
え
、
国
際
連
合
環
境

計
画
（
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
）
に
お
い
て
国
際
的
な
水
銀
管
理
に
係
る
法
的
拘
束
力
の
あ
る
文
書
の
作
成
等
が
決
定
さ
れ
、
二
〇
一
〇
年

（
平
成
二
十
二
年
）
以
降
五
回
に
わ
た
っ
て
政
府
間
交
渉
委
員
会
が
開
催
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
二
〇
一
三
年
（
平
成
二
十
五

年
）
に
熊
本
で
開
催
さ
れ
た
外
交
会
議
に
お
い
て
、
こ
の
条
約
が
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
た
。

こ
の
条
約
は
、
前
文
、
本
文
三
十
五
箇
条
、
末
文
及
び
五
の
附
属
書
か
ら
成
り
、
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
こ
の
条
約
は
、
水
銀
及
び
水
銀
化
合
物
の
人
為
的
な
排
出
及
び
放
出
か
ら
人
の
健
康
及
び
環
境
を
保
護
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
。

二
、
締
約
国
は
、
こ
の
条
約
が
自
国
に
つ
い
て
効
力
を
生
じ
た
日
に
自
国
の
領
域
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
水
銀
の
一

次
採
掘
を
許
可
し
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
条
約
が
自
国
に
つ
い
て
効
力
を
生
じ
た
日
に
行
わ
れ
て
い
た
水
銀
の
一
次
採
掘
に
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限
り
、
最
長
十
五
年
の
期
間
許
可
す
る
。

三
、
締
約
国
は
、
こ
の
条
約
に
基
づ
き
許
可
さ
れ
る
用
途
及
び
環
境
上
適
正
な
暫
定
的
保
管
の
た
め
に
行
わ
れ
る
場
合
に
限
り

、

。

輸
出
締
約
国
に
対
し
書
面
に
よ
る
同
意
を
与
え
た
締
約
国
へ
の
輸
出
を
除
く
ほ
か

水
銀
の
輸
出
を
許
可
し
て
は
な
ら
な
い

こ
の
条
約
に
定
め
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
非
締
約
国
へ
の
水
銀
の
輸
出
入
を
許
可
し
な
い
も
の
と
す
る
。

四
、
締
約
国
は
、
附
属
書
Ａ
に
お
い
て
適
用
除
外
を
定
め
る
場
合
等
を
除
く
ほ
か
、
同
附
属
書
第
一
部
に
掲
げ
る
電
池
、
ス
イ

ッ
チ
及
び
継
電
器
、
蛍
光
ラ
ン
プ
等
の
水
銀
添
加
製
品
に
つ
い
て
、
段
階
的
廃
止
期
限
の
後
は
、
適
当
な
措
置
を
と
る
こ
と

に
よ
り
、
当
該
水
銀
添
加
製
品
の
製
造
、
輸
入
又
は
輸
出
を
許
可
し
な
い
も
の
と
す
る
。

五
、
締
約
国
は
、
当
該
締
約
国
が
適
用
除
外
を
登
録
し
た
場
合
を
除
く
ほ
か
、
附
属
書
Ｂ
第
一
部
に
掲
げ
る
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ

ド
製
造
等
の
製
造
工
程
に
お
け
る
水
銀
又
は
水
銀
化
合
物
の
使
用
に
つ
い
て
、
段
階
的
廃
止
期
限
の
後
は
、
適
当
な
措
置
を

と
る
こ
と
に
よ
り
、
許
可
し
な
い
も
の
と
す
る
。
ま
た
、
同
附
属
書
第
二
部
に
掲
げ
る
塩
化
ビ
ニ
ル
モ
ノ
マ
ー
製
造
等
の
製

造
工
程
に
お
け
る
水
銀
及
び
水
銀
化
合
物
の
使
用
を
制
限
す
る
措
置
を
と
る
。

六
、
自
国
の
領
域
内
に
お
い
て
零
細
及
び
小
規
模
な
金
の
採
掘
及
び
加
工
を
行
う
締
約
国
は
、
当
該
採
掘
及
び
加
工
に
お
け
る

水
銀
及
び
水
銀
化
合
物
の
使
用
並
び
に
当
該
採
掘
及
び
加
工
か
ら
生
ず
る
水
銀
の
環
境
へ
の
排
出
及
び
放
出
を
削
減
し
、
及
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び
実
行
可
能
な
場
合
に
は
廃
絶
す
る
た
め
の
措
置
を
と
る
。

七
、
関
係
す
る
発
生
源
を
有
す
る
締
約
国
は
、
水
銀
又
は
水
銀
化
合
物
の
大
気
へ
の
排
出
及
び
土
壌
又
は
水
へ
の
放
出
を
規
制

す
る
た
め
の
措
置
を
と
る
も
の
と
し
、
当
該
措
置
並
び
に
期
待
さ
れ
る
対
象
、
目
標
及
び
結
果
を
定
め
る
自
国
の
計
画
を
作

成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

八
、
締
約
国
は
、
水
銀
廃
棄
物
が
環
境
上
適
正
な
方
法
で
管
理
さ
れ
る
こ
と
、
環
境
上
適
正
な
処
分
の
た
め
に
の
み
回
収
等
さ

れ
る
こ
と
等
の
取
扱
い
の
た
め
に
適
当
な
措
置
を
と
る
。

九
、
締
約
国
は
、
そ
の
能
力
の
範
囲
内
で
、
自
国
の
政
策
、
優
先
度
及
び
計
画
に
従
い
、
こ
の
条
約
の
実
施
を
意
図
す
る
各
締

約
国
の
活
動
に
関
す
る
資
金
を
提
供
す
る
こ
と
を
約
束
す
る
。
ま
た
、
締
約
国
は
、
そ
の
能
力
の
範
囲
内
で
、
開
発
途
上
締

約
国
等
が
こ
の
条
約
に
基
づ
く
義
務
を
履
行
す
る
こ
と
を
援
助
す
る
た
め
、
時
宜
を
得
た
適
当
な
能
力
形
成
及
び
技
術
援
助

を
提
供
す
る
た
め
に
協
力
す
る
。

十
、
こ
の
条
約
は
、
五
十
番
目
の
批
准
書
、
受
諾
書
、
承
認
書
又
は
加
入
書
の
寄
託
の
日
の
後
九
十
日
目
の
日
に
効
力
を
生
ず

る
。


